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戦後間もなくから学校図書館の利活用における重要性が訴えられてきたが、依然とし

て学校図書館の利活用についての認識は高まらない。本稿では、こういった背景を踏ま

え、学校図書館の広報の現状と課題を明らかにし、特に、ウェブサイトを利用した広報

の効果を考察することを目的として文献調査、学校図書館ウェブサイトの事例調査、聞

き取り調査による研究を行った。文献調査では、学校図書館が抱えてきた課題、広報を

ウェブサイトで行った場合の利点や問題点等を検討し、学校図書館広報におけるウェブ

サイトの利用は新しく、広報の形態として位置づけられていないことを明らかにした。

学校図書館ウェブサイトの事例調査では、23 件の学校図書館ウェブサイトの質の評価を

行った。その結果、学校図書館ウェブサイトは、(1)「学校図書館の公開情報」の観点か

らは、学校図書館が発信すべき情報を十分に公開できていないこと、 (2)「ウェブサイト

ユーザビリティ」の観点からは、利用者に対する配慮や工夫が不足しており、利用者が

使いにくいものとなっていること等から、現在の日本の学校図書館ウェブサイトは、そ

の充実度が低く、広報としての役割を十分に果たせていないということが明らかになっ

た。しかし、東京都調布の 5 件の公立小中学校を対象に行った聞き取り調査からは、学

校図書館担当者は、ウェブサイトを利用した広報に対して否定的な意識を持っているわ

けではなく、むしろ、学校図書館広報にウェブサイトの効果に期待する姿勢は積極的で

あった。また、実際の学校図書館広報では、印刷物によるアナログ形態の広報内容は、

学校図書館の利用者にあまり読まれていないという課題も明らかになった。 

これらの調査結果から、学校図書館はアナログ形態の広報のみでは、社会的認識を高

めることには限界があり、学校図書館ウェブサイトの活用が必要であるといえる。 
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